
障害者週間に関するお問い合わせ

令和3年度「障害者週間」関係事業事務局
〒157-0061　東京都世田谷区北烏山1-51-15
ACE（エース）株式会社内

内閣府政策統括官（政策調整担当）付
障害者施策担当
〒100-8914　東京都千代田区永田町1-6-1

TEL：03-5969-8770　FAX：03-5314-9637
Email： s-syukan@ace10.jp

TEL：03-5253-2111（代表）

視聴無料

「障害者週間」オンラインセミナー「障害者週間」オンラインセミナー

令和3年12月3日（金）～28日（火）
https://www8.cao.go.jp/shougai/kou-kei/r03shukan/main.html#seminar配信URL

配信期間 各団体主催

3
障害及び障害のある人に関する理解を促進するため、オンライン配信により、障害者週間
の趣旨にふさわしいセミナーを各団体が開催します。
■視聴は無料です。 ※通信費は自己負担となります。
■講演内容に関するお問い合わせは各セミナーの主催団体まで直接ご連絡ください。
■視聴に関するお問い合わせは内閣府までご連絡ください。

特定非営利活動法人 全国言友会連絡協議会

吃音があっても、豊かに生きる　～個人の視点から、社会を考える～
https://www.zengenren.org/

TEL : 03-6908-6333
FAX : 03-6908-6345
e-mail : info@zengenren.org

吃音は、「非流暢な発話」を中心とする言語障害とされている。概念としての「吃音」だけではなく、「吃音のある人」を見つめること
こそが、「社会における吃音」を考える上で欠かせないと言えるだろう。今回は、当事者であり、また専門家（言語聴覚士）でもある、
或る「吃音のある人」の歩みを通して、「社会における吃音」について検討したい。

一般社団法人 日本発達障害ネットワーク

発達障害児等に対する支援の質は保障されているか
～障害児支援事業所における外部評価の必要性について～

https://jddnet.jp/

TEL : 03-6721-7817
FAX : 03-6721-7818
e-mail : office@jddnet.jp

障害児支援事業所については、支援の質の格差が大きいことが現在の課題となっている。本講演では、国内や海外での質の管理に
関する先行事例とわが国の現状に合わせて開発した「外部評価」の試行成果を報告し、「外部評価」が支援の質向上に寄与する可能
性について意見交換、議論する。

公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会

デジタル図書（マルチメディアデイジー図書）の広がりについて
ー「GIGAスクール構想下での新配信システム」と「重度障害のある人たちの働くことへの支援」の視点から

https://www.jsrpd.jp/

TEL : 03-5273-0601
FAX : 03-5273-1523
e-mail : soumu@dinf.ne.jp

本協会は、読みの困難がある児童生徒（約1万4千人）向けにデジタル教科書（デイジー教科書）を製作提供している。GIGAスクール
構想下での新配信システムも開始した。新システムのご紹介・教科書以外の児童書の提供についての現状と今後についての報告、
更に重度障害のある人たちによるデイジー図書製作について報告を行う。

公益社団法人 日本発達障害連盟

『共生社会と防災』
～支援が必要な人の防災を地域での連携を軸に考える～

http://www.jldd.jp/

TEL : 03-5814-0391
FAX : 03-5273-1523
e-mail : info@jldd.jp

毎年、全国各地で起こっている豪雨災害や、近い将来に被害が想定されている東京直下地震や南海トラフ地震に向けて、災害弱者
とされる障害児者への対応を､共生社会の視点を盛り込みながら、それぞれの視点での発表をおこないます。日ごろの支援体制や
備えを強化する視点を互いに共有し、ネットワークが強化される事で、障害児者を取り巻く環境が重視されるようになり、地域共
生社会の実現に資する動きを期待します。

特定非営利活動法人 カラーユニバーサルデザイン機構

美術教育と多様な色覚
https://www.cudo.jp/

TEL : 03-6206-0678
e-mail : mail01@cudo.jp

ヒトの色覚は生存戦略として多様なものとなり、協力し合うことで現在に至るとされている。しかし日本社会での扱いは少数色覚
の人たちへの理解は進んでいない。色が違って見える子供達への美術教育はどのように考えれば良いのかというテーマについて
Ｄ型色覚の画家、Ｐ型色覚のイラストレーターが意見を出し合って考える。
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